
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより    学校スローガン「殻を破れ！一歩前へ」 
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令和４年 7月２０日 

南島原市立西有家中学校 

 校長 本多 洋二 
西有家中 No6 

杉野先生の講演会の様子。皆、真剣に聞

いていました。涙を流している生徒もい

ました。 

 

＜杉野伸治氏講演！＞ 

去る 7月８日（金）長崎っ子の心を見つめる週

間の中で、杉野先生（からだコンディショニング

施設 THANKS代表）による「命について」講演

会を実施しました。前半は、「基本的生活習慣の大

切さ」「ゲームやスマホの過度な利用による心身へ

の影響」「身に付けていくべき自制心」についての

お話でした。ゲームやスマホの過度な利用は、睡

眠障害や記憶力障害、ストレス耐性の低下や体調

不良（免疫力低下）を引き起こし、やる気の消失、 

イライラしたり、キレやすくなったりするそうで

す。SNSも含め、スマホの使用時間はご家庭で是

非決められてください。スマホは２時間以内がい

いそうです。また、「スマホなしでは生きられない

時代」と言われますが、スマホは上手に利用する

ためのもので、スマホに支配されるようなことは、

絶対ないようにしたいものです。しかし、子ども

だけではそれをコントロールすることは出来ませ

ん。コントロールするためには、保護者の関わり

が必要です。「親の力を借りてコントロールするよ

うに。」と話されました。 

後半は、１７歳でガンに罹患して亡くなった高

校生（杉野先生がスポーツ選手として実際に出会

った高校生）の人生を疑似体験させていただきな

がら、自分にとって大切な思い出や大切な物、大

切な人について考え、自分が今、本当に大切にし

たいのは何なのか、深く知る体験をするという内

容でした。全員が目を閉じ、杉野先生のナレーシ

ョンで、自分だけの世界へと導かれる中で、8枚

の紙に大切な思い出（２枚）、大切な物（２枚）大

切な人（４枚）を記入し、命の時間が短くなる過

程で、自分の手の中にある大切な思い出や物、人

とお別れしなければなりません。生徒は、流れて

くる声に従い、手放せる大切なものを一つずつ選

びながら、残された命の時間と共に、１枚ずつ紙

を床に捨てていきます。（裏に続く） 

 

 

いよいよ夏休み！ 

 

 いよいよ明日から生徒待望の夏休みに

入ります。長い夏休み期間、規則正しい生

活を送って欲しいと思います。本日の終業

式で、夏休み中に取り組んで欲しいことを

３つ生徒たちに話しました。 

１つめは「なりたい自分と感謝を忘れず

に過ごす」ということです。４月に決めた

なりたい自分に今の自分を比べ、どれだけ

近づけたか考えて欲しい。近づけていない

人は、更に努力して近づけてほしい。併せ

て１学期、皆さんを支えてくれた方々に感

謝の気持ちを忘れないで欲しい。 

２つめは、「家の手伝いをする」という

ことです。何か１つ実践して欲しい。家の

手伝いが継続できれば、責任感と自信がつ

きます。 

３つ目は、学びの習慣化（決めた時間に

決めた場所で勉強する習慣）に取り組んで

欲しい。習慣化できれば、学力は必ず伸び

ます。 

ご家庭でも、ご協力と励ましをお願いし

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に自分の手に残った一番大切なものさえ捨てなければなりません。「死」とは、そ

ういうことなのです。涙ぐんでいる生徒がたくさんいました。涙を流されている保護者

の方もいらっしゃいました。最後に生徒たちの手に残った紙に書かれていたものは何だ

ったのでしょうか。それは、本人にしか分からないことですが、おそらく家族の誰かだ

ったのではないでしょうか。 

「子どもの感情を育てる」 

自分の考えや人の受け売りです。気軽にお読みください。 
 

私たち人間の感情には、大きく分けると、２種類の感情があります。「うれしい」とか

「楽しい」とか「安心」などのポジティブな感情が一つです。他方、「悲しい」とか「怒

っている」「不安」などのネガティブな感情もあります。 

これらの感情は、体の中からわき上がってくるものです。例えば、赤ちゃんが、不快な状

態になったら泣くということで、感情を外に出します。そして、おっぱいをもらうとか、

おむつを替えてもらうとかして、快適な状態にしてもらうわけです。大切なことは、その

時に言葉をかけてあげることです。「おなかがすいたのね」とか「気持ちが悪いね」とい

うようにです。その時点では理解できなくても、もう少し大きくなると言葉を獲得し、分

かるようになってきます。 

 つまり、感情が言葉と結びつくことによって、認知できるようになるわけです。ポジテ

ィブな感情もネガティブな感情も同様です。ところが、親がポジティブな感情だけ求める

とどうなるか。にこにこして、元気があり、やる気があって、まじめで素直な面だけを求

めると、子どもは、親の求める姿だけを表に出すようになり、ネガティブな感情は、体の

中に閉じ込めるようになります。ネガティブな感情認知ができなくなるわけです。子ども

がネガティブな感情を出したとき、親が不安そうな顔をしたり、うろたえたり、しかった

りしてばかりいると、子どもの心に防衛反応が働き、感情が表情に出なくなります。 

 子どもが「怖い」とか「悲しい」などの感情が喚起される場面に出会ったときに、思い

っきり泣くなどの感情表出をさせるとともに、大人がしっかり抱きしめ、「怖かったね」

「悲しかったね」などの言葉をかけてやることです。そして、このようなネガティブ感情

を「安全・安心」で包み込んであげることが大切です。 

 よく、転んだ子どもに、「いたかったね」と言いながら、打撲したところをさすってや

りますが、そうすることで、安全・安心感が生まれ、ネガティブな感情を安全なものとし

てコントロールできる力を獲得します。 

ただ、ここで注意したいことは、ネガティブな感情を認めることと甘やかすことは違う

ということです。子どもには、乗り越えさせるハードルが必要です。そうしないと別な意

味で、感情が育ちません。大切なことは、どんなときでも大人がうろたえずにどっしりと

構えて、ネガティブな感情もポジティブな感情も両方受け止めることです。 

 現在は、情報化時代、子育てがむずかしい時代です。何か不安なことがありましたら、

いつでも相談してください。 

 


